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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

 

回次
第12期
第３四半期
連結累計期間

第13期
第３四半期
連結累計期間

第12期

会計期間
自 2020年４月１日
至 2020年12月31日

自 2021年４月１日
至 2021年12月31日

自 2020年４月１日
至 2021年３月31日

売上高 (千円) 19,111,945 20,448,637 26,717,330

経常利益 (千円) 1,064,643 1,169,665 1,456,791

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 698,350 747,945 788,392

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 726,226 792,393 868,104

純資産額 (千円) 6,621,468 7,445,059 6,763,346

総資産額 (千円) 14,484,044 14,860,635 14,716,120

１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) 332.57 356.19 375.45

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 44.3 48.4 44.5
 

 

回次
第12期
第３四半期
連結会計期間

第13期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 2020年10月１日
至 2020年12月31日

自 2021年10月１日
至 2021年12月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 118.23 105.92
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりませ

ん。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。　

 

EDINET提出書類

ＩＣＤＡホールディングス株式会社(E27572)

四半期報告書

 2/17



第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識し

ている主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更は

ありません。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

(1) 経営成績の状況

当社グループの主要エリアである三重県下において、新型コロナウイルス感染症対策として、日本政府による緊急

事態宣言のほか、三重県緊急警戒宣言及び三重県まん延防止等重点措置の発出により、経済活動の抑制が継続されて

おりましたが、第３四半期連結会計期間においては新型コロナウイルスの新規感染者数も大幅に減少し、経済活動が

回復傾向となり、国内自動車の生産も徐々に回復いたしました。

当社グループにおいては、従来より実施している既存顧客に対するフォロー活動の更なる強化を図ることにより、

既存顧客からの受注は堅調に推移してはおりますが、オミクロン株などの変異株による感染者の急激な増加に伴う経

済活動の停滞や、世界規模の半導体不足による車両及び部品等の供給遅れ又は出荷停止等により業績に与える影響が

懸念されております。

これらの結果、売上高は204億48百万円と前年同期と比べ13億36百万円(7.0％)の増収、営業利益は11億54百万円と

前年同期と比べ88百万円(8.3％)の増益、経常利益は11億69百万円と前年同期と比べ1億5百万円(9.9％)の増益、親会

社株主に帰属する四半期純利益は7億47百万円と前年同期と比べ49百万円(7.1％)の増益となりました。

① 売上高及び営業利益

売上高は204億48百万円と前年同期と比べ13億36百万円(7.0％)の増収、営業利益は11億54百万円と前年同期と比べ

88百万円(8.3％)の増益となりました。セグメント毎の売上高及び営業利益は以下のとおりであります。

(自動車販売関連事業)

当セグメントにおきましては、国産新車販売は、既存顧客からの受注が堅調に推移しておりますが、半導体不足

の影響により一部商品及び部品の供給遅れ等が発生しております。国産新車販売台数は前年同期比0.5％減の3,509

台となりました。また、輸入車においては、新商品投入の効果もありましたが、半導体不足の影響により商品供給

が大幅に減少したため、輸入車販売台数は前年同期比1.9％減の359台となりました。これらの結果、新車販売台数

は前年同期比0.6％減の3,868台となりました。

中古車販売については、既存顧客からの受注が堅調に推移したことと、新車販売店舗における中古車販売が増加

したことにより、中古車販売台数は前年同期比0.8％増の7,057台となりました。

これらの結果、売上高は196億39百万円と前年同期と比べ11億76百万円(6.4％)の増収となり、セグメント利益(営

業利益)は11億17百万円と前年同期と比べ5百万円(0.5％)の増益となりました。

(自動車リサイクル事業)

当セグメントにおきましては、生産台数(再資源化処理)は前年同期比18.6％減の6,498台となりましたが、前第３

四半期連結会計期間以降、鉄及び希少金属類の資源相場が大幅に上昇した状況が継続しているため資源関連売上が

大幅に増加いたしました。また、輸出関連売上については、新型コロナウイルス感染症拡大以前の状況に回復して

おります。一方で、使用済自動車の入庫は、前年同期比26.1％減の5,832台となりました。これは、前第１四半期連

結会計期間における中古車オークション市場の価格低迷により、使用済自動車の仕入が容易になったことで大幅に

増加しておりましたが、当第３四半期連結累計期間においては中古車オークション市場の価格高騰の影響を受けた

ことにより減少いたしました。

これらの結果、売上高は8億9百万円と前年同期と比べ1億60百万円(24.8％)の増収となり、セグメント利益(営業

利益)は2億14百万円と前年同期と比べ98百万円(84.3％)の増益となりました。
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② 経常利益

営業外損益は、営業外収益が増加し、営業外費用は、前年同期比における借入金残高減少のため支払利息の減少等

がありました。これらの結果、経常利益は11億69百万円と前年同期と比べ1億5百万円(9.9％)の増益となりました。

③ 親会社株主に帰属する四半期純利益

税金等調整前四半期純利益は11億69百万円と前年同期と比べて1億5百万円(9.9％)の増益となり、法人税等(法人税

等調整額を含む)は3億80百万円となりました。これらの結果、当第３四半期連結累計期間における親会社株主に帰属

する四半期純利益は7億47百万円と前年同期と比べ49百万円(7.1％)の増益となりました。

 

(2) 財政状態の分析

① 資産の部

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末より1億44百万円増加し、148億60百万円となり

ました。これは主に、商品及び製品の増加7億59百万円、現金及び預金の減少4億9百万円、建物及び構築物の減少1億

38百万円等によるものであります。

② 負債の部

当第３四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末より、5億37百万円減少し74億15百万円となりまし

た。これは主に、未払法人税等の減少2億13百万円、借入金の減少88百万円、前受金の減少86百万円、賞与引当金の減

少75百万円等によるものであります。

③ 純資産の部

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末より、6億81百万円増加し、74億45百万円となり

ました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上7億47百万円、配当金の支払1億4百万円による利益剰

余金の増加等によるものであります。

 
(3) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題はありません。

 

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 6,000,000

計 6,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2021年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2022年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,100,000 2,100,000

東京証券取引所
(市場第二部)
名古屋証券取引所
(市場第二部)

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式であ
り、単元株式数は100株であ
ります。

計 2,100,000 2,100,000 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2021年12月31日 － 2,100,000 － 1,161,078 － 274,848
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(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載する

ことができないことから、直前の基準日である2021年９月30日の株主名簿により記載をしております。

 
① 【発行済株式】

   2021年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等) 200 － －

完全議決権株式(その他)
普通株式

20,984
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式であり、単元株
式数は100株であります。

2,098,400

単元未満株式
普通株式

－ －
1,400

発行済株式総数 2,100,000 － －

総株主の議決権 － 20,984 －
 

(注)　単元未満株式のうち7株は、自己株式であります。

 

② 【自己株式等】

    2021年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
三重県鈴鹿市飯野寺家町
234番地の１

200 － 200 0.00ＩＣＤＡホールディングス
株式会社

計 － 200 － 200 0.00
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(2021年10月１日から2021年

12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(2021年４月１日から2021年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、五十鈴監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 962,077 552,696

  受取手形及び売掛金 393,052 374,752

  商品及び製品 2,608,236 3,367,445

  仕掛品 2,531 7,193

  原材料及び貯蔵品 57,858 38,044

  その他 226,732 231,362

  貸倒引当金 △145 △141

  流動資産合計 4,250,344 4,571,354

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 2,643,472 2,504,809

   土地 5,535,455 5,535,455

   その他（純額） 1,176,561 1,181,552

   有形固定資産合計 9,355,489 9,221,818

  無形固定資産 52,661 46,217

  投資その他の資産 1,057,625 1,021,245

  固定資産合計 10,465,776 10,289,281

 資産合計 14,716,120 14,860,635
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 1,728,993 1,702,372

  短期借入金 2,282,565 2,315,280

  未払法人税等 314,760 101,587

  前受金 1,397,071 1,310,227

  賞与引当金 154,568 78,660

  その他 540,309 471,145

  流動負債合計 6,418,268 5,979,273

 固定負債   

  長期借入金 401,100 279,615

  役員退職慰労引当金 310,831 309,313

  退職給付に係る負債 753,779 776,989

  その他 68,794 70,384

  固定負債合計 1,534,506 1,436,302

 負債合計 7,952,774 7,415,575

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,161,078 1,161,078

  資本剰余金 1,148,992 1,148,992

  利益剰余金 4,233,030 4,875,986

  自己株式 △378 △378

  株主資本合計 6,542,723 7,185,678

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 4,439 6,709

  退職給付に係る調整累計額 2,539 3,381

  その他の包括利益累計額合計 6,979 10,091

 非支配株主持分 213,644 249,290

 純資産合計 6,763,346 7,445,059

負債純資産合計 14,716,120 14,860,635
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

売上高 19,111,945 20,448,637

売上原価 15,125,453 16,214,058

売上総利益 3,986,491 4,234,578

販売費及び一般管理費 2,920,711 3,080,002

営業利益 1,065,779 1,154,575

営業外収益   

 受取配当金 6,933 8,635

 受取賃貸料 8,550 8,570

 受取保険金 7,067 15,186

 受取負担金 2,657 －

 その他 5,531 7,250

 営業外収益合計 30,739 39,643

営業外費用   

 支払利息 17,786 13,730

 支払手数料 10,090 8,225

 その他 4,000 2,597

 営業外費用合計 31,876 24,553

経常利益 1,064,643 1,169,665

税金等調整前四半期純利益 1,064,643 1,169,665

法人税、住民税及び事業税 295,349 334,754

法人税等調整額 49,975 45,820

法人税等合計 345,325 380,575

四半期純利益 719,317 789,089

非支配株主に帰属する四半期純利益 20,967 41,144

親会社株主に帰属する四半期純利益 698,350 747,945
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

四半期純利益 719,317 789,089

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 5,772 2,269

 退職給付に係る調整額 1,136 1,033

 その他の包括利益合計 6,909 3,303

四半期包括利益 726,226 792,393

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 705,033 751,057

 非支配株主に係る四半期包括利益 21,193 41,336
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

（収益認識に関する会計基準等の適用)

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。なお、四半期連結財務諸

表に与える影響はありません。また、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31

日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を

分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影

響はありません。

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む)は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
至　2021年12月31日)

減価償却費 517,652千円 545,083千円
 

 

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月24日
定時株主総会

普通株式 104,993 50 2020年３月31日 2020年６月25日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月23日
定時株主総会

普通株式 104,989 50 2021年３月31日 2021年６月24日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

 前第３四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年12月31日)

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期
連結損益計算書
計上額(注)２自動車販売

関連事業
自動車

リサイクル事業
計

売上高      

　外部顧客への売上高 18,463,432 648,512 19,111,945 － 19,111,945

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

10,006 17,241 27,248 △27,248 －

計 18,473,439 665,754 19,139,193 △27,248 19,111,945

セグメント利益 1,111,748 116,366 1,228,115 △162,335 1,065,779
 

(注) １．セグメント利益の調整額△162,335千円には、セグメント間取引消去875千円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△163,210千円が含まれております。全社費用は、報告セグメントに帰属しない純粋持株会

社である当社の子会社統括事業に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。

 

 当第３四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年12月31日)

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期
連結損益計算書
計上額(注)２自動車販売

関連事業
自動車

リサイクル事業
計

売上高      

　外部顧客への売上高 19,639,560 809,077 20,448,637 － 20,448,637

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

5,985 16,675 22,661 △22,661 －

計 19,645,545 825,752 20,471,298 △22,661 20,448,637

セグメント利益 1,117,447 214,425 1,331,873 △177,297 1,154,575
 

(注) １．セグメント利益の調整額△177,297千円には、セグメント間取引消去558千円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△177,855千円が含まれております。全社費用は、報告セグメントに帰属しない純粋持株会

社である当社の子会社統括事業に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 
当第３四半期連結累計期間(自　2021年４月１日　至　2021年12月31日)

    (単位：千円)

 

報告セグメント

合計
自動車販売
関連事業

自動車
リサイクル事業

計

　新車(国産車) 7,988,729 － 7,988,729 7,988,729

　新車(輸入車) 1,604,386 － 1,604,386 1,604,386

　中古車 7,469,471 － 7,469,471 7,469,471

　サービス(車検・点検整備等) 2,569,493 － 2,569,493 2,569,493

　その他 7,479 － 7,479 7,479

　自動車リサイクル(部品・資源等) － 809,077 809,077 809,077

顧客との契約から生じる収益 19,639,560 809,077 20,448,637 20,448,637

その他の収益 － － － －

外部顧客への売上高 19,639,560 809,077 20,448,637 20,448,637
 

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
至　2021年12月31日)

　　１株当たり四半期純利益 332円57銭 356円19銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 698,350 747,945

   普通株主に帰属しない金額(千円) － －

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
   四半期純利益(千円)

698,350 747,945

    普通株式の期中平均株式数(株) 2,099,855 2,099,793
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

2022年２月14日

ＩＣＤＡホールディングス株式会社

 取 　 締 　 役 　 会  御 中

 

五 十 鈴 監 査 法 人
 

津事務所
 

指 定 社

員

業 務 執 行 社 員

 公認会計士 下   津   和   也  

 

 
指 定 社
員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 端   地   忠   司  
 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＩＣＤＡホール

ディングス株式会社の2021年４月１日から2022年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2021年10月

１日から2021年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年12月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につい

て四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＩＣＤＡホールディングス株式会社及び連結子会社の2021年12月

31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせ

る事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講

じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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